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長野県農林水産物・食品等海外展開戦略 

R5.5 営業本部 

１ 戦略策定の趣旨 

（１）現状 

我が国は、少子高齢化が他国より速いペース

で進行するとともに、人口減少などにより国内

市場はさらに縮小することが見込まれている。

本県経済が活力を失うことなく成長を続けてい

くためには、海外への販路開拓を積極的に展開

し、事業者の収益向上により経営安定を図って

いくことが重要といえる。 

こうした中、日本の農林水産物・食品の輸出

額は、2012 年の約 4,497 億円から倍増し、2021

年の輸出額は 1兆 2,385億円で、前年比＋2,525

億円（＋25.6％）と初めて１兆円を突破した。

その背景には、アジアを中心とした新興国にお

いて、人口増加や経済成長に伴い消費者の所得

が向上し、日本の農林水産物・食品の消費が増

えるとともに、訪日外国人の増加等を通じて日本の農林水産物・食品の魅力・日本食が海

外に広まっていることが挙げられる。加えて、環太平洋パートナーシップ協定（ＴＰＰ）

や、欧州連合（ＥＵ）との経済連携協定の発効などにより、世界規模での貿易がこれまで

以上に活発になっているものと考えられる。 

国では、「農林水産物及び食品の輸出の促進に関する法律」（令和元年法律第 57 号 。以

下「輸出促進法」という。）に基づき政府一体となって輸出先国・地域との規制に係る協

議等を行う体制を整備するなど、輸出促進の取組を進めており、これまでの輸出拡大の成

果を踏まえ、「食料・農業・農村基本計画」（令和２年３月 31 日閣議決定）及び「経済財

政運営と改革の基本方針 2020」・「成長戦略フォローアップ」（令和２年７月 17 日閣議決

定）において、2025 年までに２兆円、2030 年までに５兆円という輸出額目標を設定した。

また、令和２年 12 月には、「農林水産物・食品の輸出拡大実行戦略」を策定し、これまで

の国内市場のみに依存する農林水産業・食品産業の構造を、成長する海外市場で稼ぐ方向

への転換をめざしている。 

県では、平成 31 年４月に「長野県営業本部」を設置し農林水産物及び加工食品、伝統

的工芸品などの海外販路の開拓・拡大に向けた営業活動、情報発信を行うことにより、本

県の「稼ぐ力」と「ブランド力」の向上を目指している。 

そこで、近年の本県への外国人観光客の増加や、新興国の経済成長に伴う購買力の増加、

出展：農林水産政策研究所（H31） 
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日本食に対する関心の高まり、また、コロナ禍を経た越境ＥＣの拡大により、より簡便な

方法による輸出が可能になったこと等、中小事業者でも輸出に取り組みやすい環境が整っ

てきた。これを好機ととらえ、「マーケットイン」の考え方を徹底し、旺盛な海外需要の

売込みを強化するため、個別品目、国・地域を適格に捉え、高品質・安全な農林水産物・

食品等を海外市場に輸出することをめざした戦略を策定する。 

この戦略に基づく海外への輸出強化にあたっては、長野県のブランド発信と連動した販

路開拓・拡大に取り組むこととし、輸出実態・実績を踏まえ、輸出を志向する事業者の裾

野拡大により、食品輸出を一層加速させ、県内の食関連産業の持続的な発展を図るものと

する。 

 
（２）推進期間  

この戦略の推進期間は、2023 年（令和５年）から 2027 年（令和９年）までの５年間と

する。 

なお、本県を取り巻く経済情勢や輸出環境等の変化を考慮し、必要に応じて見直しを行

う。 

 

（３）対象とする分野  

農林水産物、加工食品等 

 

２ 対象品目 

（１）考え方 

   この戦略において対象とする品目は、長野県内で生産された農林水産物、加工食品

及び伝統的工芸品のうち、営業戦略に掲げる重点品目*1 を基本としつつ、海外市場の

ニーズや産地の対応状況等に応じ、次の内容に沿った品目とし適宜追加する。  

① 高品質・安定生産が行われており、これまでの輸出実績も大きく、さらなる輸出

拡大によって生産振興とともに国内販売環境の改善にも寄与する品目 

② 小ロットであるが、高品質であり輸出に適するとともに、ＮＡＧＡＮＯブランド

の向上に寄与する品目 

③ 海外で評価される強みがあり、今後も輸出拡大の余地が大きく、産地と輸出・輸

入事業者が一体となって輸出に取組む品目 

＊1 重点品目（りんご、ぶどう、信州サーモン・信州大王イワナ・その他淡水 魚、味噌・

醤油・漬物・凍り豆腐、日本酒・ワイン・その他県産酒類、木曽漆器、飯田水引） 
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（２）輸出に向けた国の方向性と県内における輸出産地の状況 

＜果樹（りんご）＞ 

１．国別輸出目標                            （単位：億円） 

国名 
2019 年 

実績 

2025 年 

目標 
国別のニーズ・規制に対応するための課題・方策 

合計 145 177  

台湾 99 120 

・ 春節贈答用需要の高い大玉かつ赤色の高価格帯商品を維

持増加。 

・ 贈答用以外需要対応として値頃感のある中小玉の生産供

給体制を強化 

香港 37 45 
・ 香港で好まれる甘い黄色系品種の安定供給、値頃感のあ

る中小玉の生産供給体制を強化 

タイ 4.5 5.5 
・ 富裕層向けを基本としつつ、現地の消費者が買い求めや

すい価格帯の中小玉の生産供給体制を強化 

その他 4.9 6.4 
・ 贈答用として日本産りんごの定着と買い求めやすい価格

帯の販売を通じた中間層の取り込みを拡大 

２．輸出産地 

輸出産地名 市町村名 実施主体 事業者名 輸出額（2021 年） 

長野県 

長野市 ながの農業協同組合 

11 百万円 
松川村 あっぷるぼういず 

長野市 ㈱フルプロ 

長野市 県農産物等輸出事業者協議会 

・ りんごについては、輸出産地が主体となった取組とする。 

 

＜果樹（もも）＞ 

１．国別輸出目標                           （単位：億円） 

国名 
2019 年 

実績 

2025 年 

目標 
国別のニーズ・規制に対応するための課題・方策 

合計 19 61  

香港 14 44 
・ ももは非常にﾃﾞﾘｹｰﾄな果物であるため、ももの鮮度保持

輸送のための最適条件の体系化が重要 

台湾 4.3 14 

・ ﾓﾓｼﾝｸｲｶﾞの適切な防除等輸出検疫条件に対応可能な産地

の拡大 

・ ももの鮮度保持輸送のための最適条件の体系化 

ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ 0.5 1.7 ・ ももの鮮度保持輸送のための最適条件の体系化 

その他 0.6 1.9 
・ 日本ﾌﾞﾗﾝﾄﾞの認知度向上・定着 

・ ももの鮮度保持輸送のための最適条件の体系化 

２．輸出産地 

輸出産地名 市町村名 実施主体 事業者名 輸出額（2021 年） 

長野県 全域 県農産物等輸出事業者協議会 158 百万円 

・ ももについては、輸出産地が主体となった取組とする。 
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＜果樹（ぶどう）＞ 

１．国別輸出目標                            （単位：億円） 

国名 
2019 年 

実績 

2025 年 

目標 
国別のニーズ・規制に対応するための課題・方策 

合計 32 125  

香港 17 74 

・ ｼｬｲﾝﾏｽｶｯﾄに加え、中秋節の贈答として定着している大

粒で高糖度の巨峰、ﾋﾟｵｰﾈ等の供給拡大 

・ ｼｬｲﾝﾏｽｶｯﾄに続く、新たな優良品種について早期生産拡

大及び認知度向上を促進 

・ 輸送中の鮮度を保持するための最適条件の体系化 

台湾 12 35 

・ 台湾の残留農薬基準に適合可能な産地・園地の拡大。ｲﾝ

ﾎﾟｰﾄﾄﾚﾗﾝｽ申請の加速化。 

・ 輸送中の鮮度を保持するための最適条件の体系化 

タイ 1.5 5.8 

・ 生産園地の登録等タイの検疫条件に対応可能な産地の拡

大 

・ 輸送中の鮮度を保持するための最適条件の体系化 

ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ 1.4 6.4 ・ 輸送中の鮮度を保持するための最適条件の体系化 

その他 0.7 3.2 
・ 日本ﾌﾞﾗﾝﾄﾞの認知度向上・定着 

・ 中国、ﾍﾞﾄﾅﾑへの輸出解禁による拡大に期待 

２．輸出産地 

輸出産地名 市町村名 実施主体 事業者名 輸出額（2021 年） 

長野県 

長野市 ながの農業協同組合 

1,007 百万円 
東御市 ㈱秀果園 

中野市 ㈱住化ﾌｧｰﾑ長野 

長野市 県農産物等輸出事業者協議会 

・ ぶどうについては、営業本部として輸出拡大をめざして取組む。 

 

＜かき・かき加工品＞  

１．国別輸出目標                           （単位：億円） 

国名 
2019 年 

実績 

2025 年 

目標 
国別のニーズ・規制に対応するための課題・方策 

合計 4.4 14.1  

香港 2.4 7.2 
・渋柿から甘柿まで複数の品種及び干し柿を含むﾘﾚｰ出荷 

・日本のｵﾘｼﾞﾅﾙ性の高い品種の積極的ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ 

タイ 1.6 4.9 

・ ﾀｲで好まれる固い食感の品種の安定供給及びﾊｳｽ柿から

干し柿等の加工品を含むﾘﾚｰ出荷による輸出期間の拡大 

・ 生産園地の登録等の輸出検疫条件に対応可能な産地の拡

大、食品衛生の基準に適合していることの証明書取得施

設の拡大 

・  

ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ 0.2 0.8 

・ 相手国のﾏｰｹｯﾄや嗜好の把握、日本ﾌﾞﾗﾝﾄﾞの認知度向上 

・ 日本のｵﾘｼﾞﾅﾙ性の高い品種の積極的ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ 

・ 複数の品種及び干し柿等の加工品を含むﾘﾚｰ出荷 

・  

ﾏﾚｰｼｱ 0.04 0.3 

・ 相手国のﾏｰｹｯﾄや嗜好の把握、日本ﾌﾞﾗﾝﾄﾞの認知度向上 

・ 複数の品種及び干し柿等の加工品を含むﾘﾚｰ出荷 
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その他 0.1 0.9 

・生産園地の登録等、米国の検疫条件に対応可能な産地の 

 拡大 

・品質・鮮度保持輸送技術の確立、効果の安定化 

・台湾においては台湾産干し柿との差別化による需要拡大 

２．輸出産地 

◎品目の詳細：干し柿（市田柿） 

輸出産地名 市町村名 実施主体 事業者名 輸出額（2021 年） 

長野県 

飯田市、松川町、 

高森町、豊丘村、 

喬木村、大鹿村、 

下条村、阿智村、 

阿南町、泰阜村、 

中川村、飯島町 

みなみ信州農業協同 

組合 
171 百万円 

 

＜切り花＞ 

１．国別輸出目標                           （単位：億円） 

国名 
2019 年 

実績 

2025 年 

目標 
国別のニーズ・規制に対応するための課題・方策 

合計 8.8 18.8  

米国 2.7 5.9 

・ 米国で需要が高く、冬から春先にかけて出荷されるｽｲｰﾄ

ﾋﾟｰについて生産性及び品質の維持・向上や出荷時期の

長期化等の取組を推進 

中国 2.1 4.8 
・ 中国で需要の高い切り枝について、山採りから平地等で

の栽培への転換を推進 

香港 1.1 2.2 

・ 外出を控えがちな消費者に多様な購入手段を提供するた

め日本産食品等の EC サイトで花きを販売する取組等を

推進 

EU 0.4 1.8 

・ ｵﾗﾝﾀﾞに所在する世界最大の花市場における環境認証の

要求に対応するため、輸出産地における認証取得のため

の取組を推進 

その他 2.5 4.1 

・ ﾍﾞﾄﾅﾑ、ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ等の東南ｱｼﾞｱや、ﾛｼｱ、豪州等において

人気があるﾘﾝﾄﾞｳ、ﾀﾞﾘｱ、ﾄﾙｺｷｷｮｳ、ｼｬｸﾔｸ等について、

長期低温保管倉庫等の整備等により需要期に合わせた出

荷を推進 

２．輸出産地 

◎品目の詳細：ﾗﾅﾝｷｭﾗｽ、ﾄﾙｺｷｷｮｳ、ｸﾘｽﾏｽﾛｰｽﾞ、ﾀﾞﾘｱ、ｼｬｸﾔｸ等 

輸出産地名 市町村 実施主体 事業者名 輸出額（2021 年） 

長野県 全域 ㈱ﾌﾗﾜｰ･ｽﾋﾟﾘｯﾄ 36 百万円 

・ 花きについては、営業本部として輸出拡大をめざして取組む。 
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＜コメ・パックご飯・米粉及び米粉製品＞ 

１．国別輸出目標                           （単位：億円） 

国名 
2019 年 

実績 

2025 年 

目標 
国別のニーズ・規制に対応するための課題・方策 

合計 52 125  

香港 15 36 

・ 大手米卸や輸出事業者が中食・外食を中心に需要を開拓

しており、今後もﾚｽﾄﾗﾝﾁｪｰﾝやおにぎり店等をﾒｲﾝﾀｰｹﾞｯﾄ

とした需要開拓を図る 

アメリカ ７ 30 

・ 大手米卸や輸出事業者が日系小売店需要を開拓しており

今後は日本食ﾚｽﾄﾗﾝ等や EC 等の小売需要を開拓 

・ ﾊﾟｯｸご飯や米粉の最大の輸出先国であり、更なる市場開

拓を図る 

中国 4 19 

・ 大手米卸等が EC やｷﾞﾌﾄﾎﾞｯｸｽ等の贈答用を中心に需要を

伸ばしており、更なる開拓を図る 

・ ｺｽﾄ縮減のためには指定精米工場等の活用に加えて工場

等の追加や輸入規制の緩和が不可欠 

ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ 8 16 

・ 輸出事業者や JA 系統等が中食・外食を中心に需要を開

拓。更にﾚｽﾄﾗﾝﾁｪｰﾝやおにぎり店等をﾒｲﾝﾀｰｹﾞｯﾄとして需

要開拓を図る 

その他 18 22 

・ UAE や欧州等のコメを主食としない地域では、寿司等の

日本食需要拡大に合わせて日本産米の需要開拓を図る 

・ EU を中心に拡大するｸﾞﾙﾃﾝﾌﾘｰ需要の取り込みを通じた

米粉・米粉製品の需要開拓を図る 

２．輸出産地 

◎品目の詳細：コメ 

輸出産地名 市町村名 実施主体 事業者名 輸出額（2021 年） 

長野県 全域 県農産物等輸出事業者協議会 197 百万円 

・ コメについては、営業本部として輸出拡大に取組む。 

 

＜菓子＞ 

１．国別輸出目標                           （単位：億円） 

国名 
2019 年 

実績 

2025 年 

目標 
国別のニーズ・規制に対応するための課題・方策 

合計 202 465 ・ ｲﾝﾊﾞｳﾝﾄﾞを活用し、日本の菓子の美味しさ、美しさ、ﾊﾟ

ｯｹｰｼﾞのかわいさといった強みを発信 

・ 輸出商品における食品添加物（天然色素）の使用規制の

緩和 

・ ｷｬﾝﾃﾞｰ、ﾁｮｺ、ﾋﾞｽｹｯﾄ等の輸出向け商品ﾗｲﾝの整備、包装

技術・新商品の開発 

・ 日系小売業者を通じた販売 

・ 現地の大手・中小小売店・ｺﾝﾋﾞﾆ等と連携した試験販売、

PR 

香港 59 117 
・ 民主化ﾃﾞﾓの鎮静化による需要の回復 

 

中国 42 105 

・ 中国の輸入停止措置の解除による 10 都県の輸出再開 

・ 入店料（棚代）の高額化に関し業界内の情報共有 
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米国 25 63 

・ 原材料規制に対応した原材料の開発 

・ 多品種小ﾛｯﾄ、過剰包装の解消による製造ｺｽﾄ削減 

・ 各社商品の輸送時における混載化の推進 

・ 大手小売店との取引がある米国商社との関係構築 

・ FDA による査察情報の共有 

その他 76 180 

・ 台湾の輸入停止措置の解除による輸出再開 

・ 韓国の不買運動の鎮静化による需要回復 

・ ﾀｲの原材料規制に対応した原材料開発 

・ 豪州の原材料（乳製品）規制の緩和 

２． 輸出産地 

輸出産地名 市町村名 実施主体 事業者名 輸出額（2021 年） 

株式会社エイワ 安曇野市 ― ― 

 

＜味噌・醤油＞ 

１．国別輸出目標                                     

（単位：億円） 

国名 
2019 年 

実績 

2025 年 

目標 
国別のニーズ・規制に対応するための課題・方策 

合計 115 231 ・ 味・品質で海外産との差別化 

・ 日本食文化とともに我が国の多様な味噌・醤油を世界に

発信。味噌については第２の醤油を目指す 

・ 日本食ﾚｽﾄﾗﾝを中心に現地ﾆｰｽﾞに合わせたﾗｰﾒﾝ煮込み料

理、炒め物などﾚｼﾋﾟの充実・普及 

米国 23 50 

・ ﾐﾚﾆｱﾙ世代と呼ばれる若い世代や健康志向の者向けの高

品質な商品需要の取り込みを拡大強化 

・ 醤油市場が成熟しつつあることから我が国の多様な醤油

を紹介し深堀り 

中国 11 26 

・ 富裕層向けを基本に日本食ﾚｽﾄﾗﾝや現地小売店のほか子

供を持つ若い世代や女性層などの健康志向者の需要の取

り込みを拡大強化 

・ 中国の輸入停止措置解除による 10 都県産の輸出再開 

その他 81 155 

・ 醤油については豪州の現地小売店、健康志向者向け高品

質な商品需要の取り込みを拡大強化 

・ 味噌については日本食ﾚｽﾄﾗﾝ等業務用需要を基本に日本

の味を好む若年層等の需要の取り込みを拡大強化 

・ 味噌・醤油の知名度の定着と家庭用向けの利便性が高い

簡便化商品の販売を強化（特に味噌） 

・ ﾊﾗｰﾙ認証団体の認証を受けたﾊﾗｰﾙ認証商品のﾏｰｹｯﾄを拡

大 

・ 台湾の輸入停止措置の解除による輸出再開 

２． 輸出産地 

◎品目の詳細：味噌 

輸出産地名 市町村名 実施主体 事業者名 輸出額（2021 年） 

長野県 全域 

ﾏﾙｺﾒ味噌株式会社 

― 

ﾊﾅﾏﾙｷ株式会社 

ひかり味噌株式会社 

株式会社ﾏﾙﾓ青木味噌醤油醸造場 

ﾏﾙﾏﾝ株式会社 
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・ 味噌については、大手事業者が主体となった取組とし、中小味噌メーカーから海外販路開拓の

希望に応じ支援する。 

 

＜清酒（日本酒）＞ 

１．国別輸出目標                           （単位：億円） 

国名 
2019 年 

実績 

2025 年 

目標 
国別のニーズ・規制に対応するための課題・方策 

合計 234.1 600 ・ EPA 等による関税・輸入規制の撤廃、地理的表示の保護

の早期実現に向けて交渉を継続 

・ 日本食ﾚｽﾄﾗﾝや日系ｽｰﾊﾟｰでの取り扱いを更に拡大するほ

か非日系市場にも浸透を図る 

・ 国際的ｲﾍﾞﾝﾄを活用した情報発信、酒蔵ﾂｰﾘｽﾞﾑを活用し

たｲﾝﾊﾞｳﾝﾄﾞ需要の拡大による認知度向上に取組む 

・ ﾕﾈｽｺ無形文化遺産登録に向け、保存・活用体制の整備な

どの検討を加速 

・ 地理的表示やﾌﾞﾗﾝﾄﾞ化の推進による商品の高付加価値化 

・ 市場調査を実施し各国地域の嗜好・ﾆｰｽﾞを把握 

・ 商社・卸と製造者のﾏｯﾁﾝｸﾞ等を通じた販路拡大 

米国 67.6 180 

・ 現地生産の清酒の流通状況等もふまえ、高付加価値商品

の輸出拡大を目指す 

・ ﾗﾍﾞﾙ承認手続きの簡素化に向けた交渉を継続 

中国 50.0 130 

・ 原発事故に伴う輸入規制措置の撤廃に向けた交渉を継続 

・ 市場調査の結果も踏まえた上で地域ごとに戦略を定め高

付加価値化や販路拡大の取組を進める 

・ RCEP による関税の段階的撤廃を追い風とし、輸出拡大

を推進 

香港 39.4 110 

・ 輸出単価が高い傾向にあることをふまえより高付加価値

な商品の輸出拡大を図る 

・ 地域の情報発信拠点であることをふまえ周辺国への波及

も意識した販路開拓・認知度向上に取組む 

EU・英国 14.2 40 

・ 英国・フランス・ドイツを中心に周辺国への波及も意識

した販路開拓・認知度向上に取組む 

・ EU における酒類消費の約３割を占めるﾜｲﾝの流通ﾈｯﾄﾜｰｸ

の活用を検討 

台湾 13.6 40 

・ 輸出単価が低い傾向にあるためﾌﾞﾗﾝﾄﾞ化の取組を推進 

・ 主要国・地域の中でも高い関税（20％）の引き下げ交渉

を継続 

・ 原発事故に伴う消費者の懸念を払拭すべく安全性を PR 

ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ 8.6 20 
・ 東南ｱｼﾞｱの情報発信拠点であることをふまえ周辺国への

波及も意識した販路開拓・認知度向上に取り組む 

その他 40.7 80  
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２．輸出産地 

輸出産地名 市町村名 実施主体 事業者名 輸出額（2021 年） 

大信州酒造 松本市 

― ― 

信州銘醸 上田氏 

豊島屋 岡谷市 

宮坂醸造 諏訪市 

遠藤酒造場 須坂市 

仙醸 伊那市 

薄井商店 大町市 

北安醸造 大町市 

角口酒造店 飯山市 

佐久の花酒造 佐久市 

千曲錦酒造 佐久市 

戸塚酒造 佐久市 

黒澤酒造 佐久穂町 

米澤酒造 中川村 

七笑酒造 木曽町 

大雪渓酒造 池田町 

 

※「輸出産地」とは、「農林水産物・食品の輸出拡大実行戦略」に基づき、マーケットインの発想

で専門的・継続的に輸出に取り組む産地で、輸出産地の形成に向けた取組を重点的に支援する産

地 
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３ 対象国・地域 

（１）考え方 

   この戦略において対象とする国・地域は、日本の輸出金額の約９割を占める上位20

か国を基本とし、人口規模やＧＤＰ、経済成長などの市場規模や、事業者ニーズ、輸

送コスト等を総合的に勘案し、次のとおりとする。 

 

ア 望ましい市場環境の条件を数多く満たしており、日本食材の浸透度が高く、積

極的・継続的に輸出に取り組むべき国・地域 

  ⇒実績があり、継続的な輸出拡大が見込める国 

   【米国、台湾、香港、シンガポール】 

イ 距離等の制約など市場環境条件充足数は少ないが、所得が高く、プレゼンス向

上により今後輸出拡大や国内競争力の強化につながる可能性のある国・地域 

  ⇒経済的に安定しているが県からの輸出額が少ない国 

   【オーストラリア、フランス、ドイツ、イギリス、カナダ】 

ウ 現時点では、日本食材の現地での価格が高く、所得を考慮すると普及は容易で

はないが、今後の経済発展に伴う所得向上など、将来的な可能性が期待される

国・地域 

  ⇒経済成長率が高く爆発的な輸出拡大が見込める国 

   【タイ、カンボジア、ベトナム、フィリピン、マレーシア】 

エ 日本食材への認知度は高いが、動植物検疫や放射性物質規制などの輸入に関す

る制約が大きい国・地域 

  ⇒社会的な要因により困難な国 

   【中国、韓国】 

※  インド、中東については「農林水産物・食品の輸出拡大実行戦略」にも位置付 

けられたこともあり、事業者の要望も踏まえながらオールジャパンの取り組み 

にあわせて対応していく。 
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（２）農林水産物・食品の輸出に関する主な国・地域別の基礎データ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ＩＭＦ、農林⽔産省、ＪＥＴＲＯ、ＪＮＴＯ、⻑野県各種統計資料より営業局作成） 
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（３）国・地域別のマーケット基礎情報 

① 米国 

区 分 内   容 
概要 
2022 年７月 

人口：３億３,２８３万人 
一人当たりＧＤＰ：６万９,２３１ドル 
在留邦人数：４２万９,８８９人 
訪日旅行客：１７２万人＊本県外国人延宿泊者数５.０万人(2019 年) 
日本食レストラン：１万８,６００店 

市場の特性 ・ 一般的に健康志向が高く、天然成分、グルテンフリー、非遺伝子組み換
え等、健康的なイメージのある日本食の人気が高い 

・ ⻄海岸を中⼼に日本食が浸透しており、一定の流通網が確⽴され、日系
小売や高級な日本食レストランを中⼼に日本産品が提供されているが、
販路開拓の余地はあり、輸出を拡大することは可能 

・ 高い購買力を有し日本食品は定番化しており、牛肉は 1990 年度から輸出
が開始されている 

・ 検疫条件が厳しく、輸送コストが高いため、品質で差別化が必要 
取組の方向性 ・ ＧＤＰが高く、マーケットも大きく本県の味噌などの加工食品を中⼼と

して輸出先国第１位である 
・ 大手味噌企業が中⼼であるため、米国輸出拡大は企業主体で推進 
・ 日本酒の輸出は、米側の免許制度の制約が多いため⺠間主体で推進 
・ 輸送時間とコストがかかることから、一定期間、品質を維持できる牛肉

など重量単価の高い県産品を⺠間主体でプロモーション 
・ 健康に対する関⼼が高いことから、ＧＡＰ認証などを活かした販路拡大

を実施 
・ 越境ＥＣを活用した販売促進を実施 

日本からの輸出状況 
2021 

１,６８３億円（アルコール類２３８、ぶり１５８、緑茶１０３、牛肉１０
３、調味料９５） 

 
⻑野からの輸出状況 
2021 

１４億２,２５８万円（酒類、大豆加工品、調味料、牛肉ほか） 

輸出品目 酒類、味噌、牛肉 
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② 中国 

区 分 内   容 
概要 
2022 年 7 月 

人口：１４億１,２６０万人 
一人当たりＧＤＰ：１万２,５５１ドル 
在留邦人数：１０万７,７１５人 
訪日旅行客：９５９万人＊本県外国人延宿泊者数１６.７万人(2019 年) 
日本食レストラン：６万４,８７３店 

市場の特性 ・ 輸⼊規制等により⻘果物はほとんど輸出できないが、日本の加工食品な
どは高い信頼 

・ 血縁関係を非常の大切にし、春節、中秋節親戚にギフト（果物、菓子、
酒など）を贈る習慣が定着 

・ 安全で健康に良いイメージのある日本食に対する人気が富裕層、中高所
得者層の間で高い 

・ 輸⼊手続きに時間を要し、賞味期限が短い食品は流通上の取扱いが困難 
・ 経済成⻑率が減速傾向にあるものの、世界第 2 位の経済規模を誇る巨大消

費市場であり、海外展開において重要な市場。訪日旅行客も急増 
取組の方向性 ・ 輸⼊規制解除に向けた要請活動を継続実施 

・ 輸⼊規制解除後は、酒類、菓子などの輸出拡大に向けた商談展に参加 
日本からの輸出状況 
2021 

輸出額２,２２３億円（ホタテ３３７、アルコール類３２０、丸太１７１、清
涼飲料水１０４、菓子６７） 

 

⻑野からの輸出状況 
2021 

３,７７４万円 

輸出品目 酒類（日本酒、ビール、シードル）、菓子 
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③ フランス 

区 分 内   容 
概要 
2022 年８月 

人口：６,７８１万人 
一人当たりＧＤＰ：４万４,８５３ドル 
在留邦人数：３万６,３４７人 
訪日旅行客：３３.６万人＊本県外国人延宿泊者数１.５万人(2019 年) 
日本食レストラン：２,８８６店 

市場の特性 ・ 一般的に食習慣については保守的であるが、浸透すればリピート率は高
い 

・ 有機食品市場の成⻑が著しい 
・ 牛肉以外の肉類、乳に関しては、EU 向け輸出認定施設が日本に存在し

ないため輸出不可(2022 年 8 月時点) 
・ 水産物については品目ごとに EU 向け HACCP 認定を受けた施設からの

出荷に限り輸出可 
・ 食品添加物・香料・食品包材プラスチックについてはポジティブリスト

制度をとっており、日本で使用が認められている添加物などが EU では
認められていないことがある 

・ 日本で使用可能な農薬が EU のポジティブリストには⼊っていないこと
があるため、コメ・茶葉などの農産物を輸出する場合には留意が必要 

取組の方向性 ・ 高級品市場では、日本産の品質に対する一定の信頼感が得られている 
・ 日本からのアルコール類の輸出先第６位で日本産ウイスキーが市場に浸

透しているフランスで日本酒の販路拡大とブーメラン効果を狙う 
・ 日本産食品への需要の多い日本食レストランや日系のスーパーマーケッ

トをターゲットに輸出拡大に取組む 
日本からの輸出状況 
2021 

輸出額１２７億円（アルコール類５７、メントール７、醤油６、たばこ５、
調味料４） 

 
⻑野からの輸出状況 
2021 

３億８５万円（アルコール類）   

輸出品目 酒類、味噌、醤油 
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④ 韓国 

区 分 内   容 
概要 
2022 年６月 

人口：５,１５８万人 
一人当たりＧＤＰ：３万４,９８４ドル 
在留邦人数：４万１,２３８人 
訪日旅行客：５５８万人＊本県外国人延宿泊者数２.８万人(2019 年) 
日本食レストラン：１万３,９８２店 

市場の特性 ・ 日本国内で出荷制限措置が取られた１３都県の品目は輸⼊禁止 
・ 美意識が高く、人からどう思われるかを気にする 
・ 欧米風のカフェなどの人気高い 
・ 購買行動は保守的で昔からの定番商品を選ぶ傾向がある 
・ 塩分の強い食事は苦手な傾向があり、辛い物を好み唐辛子を多用する 
・ 一人暮らしの増加を背景に冷凍食品やインスタント食品の需要が高い 
・ 小売は大手財閥が主導しており、流通マージンも高い 

取組の方向性 ・ 原発事故の影響から日本産が避けられる傾向があり、日韓関係により不
買運動も起きることから慎重な対応が必要 

・ 輸出品目は県内の大手大豆加工メーカーに限られるため、該当企業が主
体的に対応 

・ 1３都県のため放射性物質検査証明書の添付が必要 
日本からの輸出状況 
2021 

輸出額５２７億円（ホタテ４６、調味料３９、たい３３、アルコール類２
８、ペットフード２３） 

 
⻑野からの輸出状況 
2021 

７億４,５９２円（大半が大豆加工品） 

輸出品目 大豆加工品 
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⑤ オーストラリア 

区 分 内   容 
概要 
2022 年６月 

人口：２,５９２万人 
一人当たりＧＤＰ：６万７,４６０ドル 
在留邦人数：９万３,４５１人 
訪日旅行客：６２万人＊本県外国人延宿泊者数１９.９万人(2019 年) 
日本食レストラン：２,２６６店 

市場の特性 ・ 国際的にも検疫制度が厳しく、輸出へのハードルが高い 
・ 日本食に対して関⼼が高く、シドニー等の都市圏では、巻き寿司がサン

ドウィッチ感覚で食べられている 
・ 食の安全志向への関⼼が高く、日本食はヘルシーなものと認識されてい

ることから人気が高まっている 
・ 現地スーパーマーケットでは、日本食の品揃えが増加している 
・ 酒類はアルコールの添加の有無で税率が変わる 
・ デザート等は甘みの強いものを好む傾向にある 

取組の方向性 ・ 検疫が厳しいことから、酒類、味噌などの加工食品を中⼼に販路拡大 
・ ⻑野県への訪日客も多いことから、物語性を付加した販路拡大を実施 
・ GDP が高く、親日かつ⻑野県への来訪者も多いことから、日本酒をはじ

めとした加工食品や輸出可能なコメ、⻑野県の特徴を発揮できるわさび
等の輸出拡大に取組む 

・ 越境ＥＣを活用した販売促進を実施 
日本からの輸出状況 
2021 

輸出額４４１億円（かつお・まぐろ７７、豚の皮５４、いわし３３、さば２
７、牛肉１８） 

 
 

⻑野からの輸出状況 
2021 

１億７,９６０円（大半が味噌） 

輸出品目 酒類、味噌、調味料、ワサビ、コメ 
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⑥ 台湾 

区 分 内   容 
概要 
2022 年５月 

人口：２,３２２万人 
一人当たりＧＤＰ：３万３,００４ドル 
在留邦人数：２万４,１６２人 
訪日旅行客：４８９万人＊本県外国人延宿泊者数２７.１万人(2019 年) 
日本食レストラン：９,１２６店 

市場の特性 ・ 親日家が多く、日本の商品は人気があり、種類、量ともに豊富で成熟市
場 

・ 人間関係を非常に重視し、春節、中秋節などに食品のギフトを贈ったり
親戚宅や友人宅に手土産を持参したりする習慣がある 

・ 味覚の特徴として塩分を抑えた淡泊な味付けが好まれる 
・ 家庭食でも日本産食材を使用する人が多く、日本の地方の特産品や地方

グルメなどの需要も高まっている 
・ 急速な高齢化のため、健康志向を反映した食材・料理への需要も拡大 
・ 関税率が低い品目は輸⼊量も多いため競争が激化 
・ 残留農薬についてはポジティブリスト制が導⼊されており、基準値が定

められていない農薬は一切検出されてはいけないという制約がある 
取組の方向性 ・ 植物検疫証明書を添付すれば輸出でき距離も近いため、本県からぶどう

を中⼼に輸出されており、今後も重点国・地域と位置付けて輸出促進に
取組む 

・ 人気のある県産ぶどうの品質の高さをアピールポイントとし一層の販売
促進を図る 

・ 現地高級スーパーへの売込みとバイヤーの招へい、フェアの開催、越境
ＥＣの活用等により、県産品の認知度定着及び販売促進を図る 

日本からの輸出状況 
2021 

輸出額１,２４５億円（りんご１１８、アルコール類９３、ホタテ８７、調味
料７７、牛肉５５） 

 
⻑野からの輸出状況 
2021 

１２億８,７６５万円（ぶどう８.６億円） 

輸出品目 ぶどう、酒類、コメ、加工食品、菓子 
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⑦ タイ 

区 分 内   容 
概要 
2022 年６月 

人口：６,６１７万人 
一人当たりＧＤＰ：７,２５６ドル 
在留邦人数：８万２,５７４人 
訪日旅行客：１３２万人＊本県外国人延宿泊者数５.８万人(2019 年) 
日本食レストラン：４,３７０店 

市場の特性 ・ 旧正月やクリスマスにギフトを贈る習慣があり、気に⼊った商品は高額
でも購⼊する傾向がある 

・ 健康意識の向上から、日本食品の人気は高まっているが、価格の高い日
本産食品を日常的に購⼊できる消費者は少ない状況 

・ 辛い料理が多く濃いはっきりとした味付けが好まれる 
・ バンコクは所得も高く、食品への支出を中⼼に消費意欲が旺盛 
・ 酒類は１銘柄につき輸⼊事業者が１者に限定 

取組の方向性 ・ 日系企業も多数進出するとともに日本食品の輸⼊は拡大しているため、
パートナー企業と連携し、県産加工食品のテストマーケティングにより
輸出品目の拡大を図る 

・ 日本食ブームなどから、日本食品フェアも頻繁に開催されているので、
オールジャパンの一員としてのフェアへの参加も検討 

日本からの輸出状況 
2021 

輸出額４４１億円（かつお・まぐろ７７、豚の皮５４、いわし３３、さば２
７、牛肉１８） 

 
⻑野からの輸出状況 
2021 

７,７６１万円（大半が味噌） 

輸出品目 味噌、調味料 
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⑧ アラブ⾸⻑国連邦（ＵＡＥ） 

区 分 内   容 
概要 
2022 年６月 

人口：９２８万人 
一人当たりＧＤＰ：３万１，９８２ドル 
在留邦人数：４,４２８人 
訪日旅行客：２０３人 
日本食レストラン：２８８店 

市場の特性 ・ 人口の内約１割がＵＡＥ人でその他は南アジア、欧米等からの外国人の
ため、出身国による味覚や嗜好の違いを考慮することが重要 

・ 果物・野菜・コメは植物検疫証明書の添付で輸出が可能 
・ 食肉以外はハラール認証の取得は求められていないが、輸⼊される食品

は全て税関および各⾸⻑国で検査・審査され、ハラール性が確認される 
・ 日本食レストランが相次いでオープンし、今後の伸びが期待される 
・ ホテル内の許可を得たレストランではアルコール飲料の提供が可能であ

り、日本食店では日本酒が提供されている 
取組の方向性 ・ 日本食の人気を捉え、オールジャパンの取り組みに合わせて販路拡大に

取り組む 
日本からの輸出状況 
2021 

輸出額５７億円（清涼飲料水１４、牛肉６、ソース混合調味料４、菓子２、
アルコール飲料２） 

⻑野からの輸出状況 ― 
輸出品目 ― 
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⑨ マレーシア 

区 分 内   容 
概要 
2022 年６月 

人口：３,２６６万人 
一人当たりＧＤＰ：１万１,３９９ドル 
在留邦人数：２万７,２５６人 
訪日旅行客：５０万人＊本県外国人延宿泊者数１.７万人(2019 年) 
日本食レストラン：１,７００店 

市場の特性 ・ ⻘果物は⽐較的容易に輸出可能 
・ 牛肉は、国内２施設で処理されたものが輸出可能 
・ 中華系とマレー系との間で所得格差が大きく、食文化も異なる 
・ イスラム教を信仰するマレー系では豚・アルコール飲料の摂取は忌避 
・ 中華系には贈答文化があり、甘いものや色彩の派手な商品が好まれる 
・ 日本のスイーツ専門店が増加 
・ 日本酒も日本食レストランで提供され、中華系、駐在員が消費 
・ 日本産⻘果物は人気が高く富裕層を中⼼に 

取組の方向性 ・ 日本産食品を販売する日系企業も多数進出しているが、価格的にナショ
ナルブランドには太刀打ちできないので、慎重に検討することが必要 

日本からの輸出状況 
2021 

輸出額１７５億円（牛肉１０、アルコール類９、小⻨粉８、観賞⿂５、緑茶
５） 

 
⻑野からの輸出状況 
2021 

１億３５５万円（大半が酒類） 

輸出品目 酒類 
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⑩ シンガポール 

区 分 内   容 
概要 
2022 年７月 

人口：５４５万人 
一人当たりＧＤＰ：６万６,２６３ドル 
在留邦人数：２万４,０９７人 
訪日旅行客：４９万人＊本県外国人延宿泊者数４.５万人(2019 年) 
日本食レストラン：１,２５２店 

市場の特性 ・ 国⺠所得は東南アジアで最も高く、日本食も人気がある 
・ 共働きが多いため外食が多く、家庭ではあまり料理をしない 
・ 多様な⺠族構成（中華系７割、マレー系、インド系など）から様々な食

文化が共存し基本的に味付けが濃くスパイシーなものが好まれる 
・ 割引やトレンドなどに敏感で、健康志向も高まっている 
・ 輸⼊規制が他国に⽐べ少なく、関税も無税であるため輸出が容易 

取組の方向性 ・ 植物検疫証明書なしで輸出でき距離も近いため、本県からも味噌などの
加工食品を中⼼に輸出。東南アジアの拠点ともいえるので今後も重点
国・地域と位置付けてオールジャパンの一員として輸出促進に取組む 

・ 展示商談会が開催されるため、他国への波及も期待される有望市場 
・ 日本産食品に対する信頼度が高いため、高級スーパーや百貨店へ売込む 
・ 越境ＥＣや展示商談会を活用して、一般消費者向けに販路拡大を図る 

日本からの輸出状況 
2021 

輸出額４０９億円（アルコール類５１、牛肉２７、小⻨粉１５、調味料１
５、清涼飲料水１０） 

 
⻑野からの輸出状況 
2021 

２億４,４６５万円 

輸出品目 酒類、菓子、コメ、味噌 
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⑪ フィリピン 

区 分 内   容 
概要 
2022 年６月 

人口：１億９５８万人 
一人当たりＧＤＰ：３,６８７ドル 
在留邦人数：１万５,７２８人 
訪日旅行客：６.１万人＊本県外国人延宿泊者数０.５万人(2019 年) 
日本食レストラン：４６３店 

市場の特性 ・ コメが主食で、鶏肉や豚肉を使った炒め物が中⼼で、濃い味付けを好む 
・ りんご・なし・コメは条件をクリアすれば輸出可能で、高級スーパーで

取り扱われている 
・ 食品の多くはＡＳＥＡＮ、米国から輸⼊されている 
・ 日本産食品の取扱いは高級スーパーのみ 
・ １億人の人口を抱え、若年人口も多いため食品市場の拡大が期待される 
・ キリスト教信仰者が多く、９月から１月までのクリスマスシーズンを中

⼼にギフトを贈る習慣がある 
・ 健康ブームの影響で味噌などの日本の伝統的な調味料が受け⼊れられて

いる 
・ 本格的な日本料理は富裕層を中⼼に人気があり、中間所得層ではラーメ

ンが人気 
取組の方向性 ・ 日系企業も多数進出するとともに日本食品の輸⼊は拡大しており、ま

た、人口は多くマーケットは大きいため、パートナー企業と連携し、県
産加工食品のテストマーケティングにより輸出品目の拡大を図る 

・ 日本からの主な輸⼊品は木材、さばなどの加工原料である 
日本からの輸出状況 輸出額２０７億円（合板６７、製材２８、さば１１、たばこ９、調味料９） 

 
⻑野からの輸出状況 
2021 

１００万円（大半が酒類） 

輸出品目 酒類、菓子 
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⑫ ベトナム 

区 分 内   容 
概要 
2022 年６月 

人口：９,８５１万人 
一人当たりＧＤＰ：３,７２５ドル 
在留邦人数：２万２,１８５人 
訪日旅行客：４９.５万人＊本県外国人延宿泊者数０.４万人(2019 年) 
日本食レストラン：２,５００店 

市場の特性 ・ 旧正月には菓子や飲み物を贈る習慣がある 
・ 北部では薄味、南部では濃い味が好まれる 
・ 水産物は切り身や干し物を良く食べ、日本料理では富裕層を中⼼に寿司

や刺身の人気が高い 
・ 麺類・鍋料理が多く、だしが重視されており、⿂醤文化が発達し水産物

も多く消費されている 
・ 近年は経済成⻑も著しく、日本の食品への関⼼も高まっており、有望市

場となる可能性が高い 
・ 所得格差が大きく、日本産品はハノイ・ホーチミンが主要市場 
・ 南北に⻑く、戦争の影響により商圏が分断、南北でそれぞれにパートナ

ーが必要 
・ 日本産品の信頼性は高いが、理解や認知はまだ低い 
・ コールドチェーンは不備 
・ 植物検疫の条件設定がされておらず、輸⼊可能な農産物はりんご、なし

などに限定 
取組の方向性 ・ りんご・温州みかん以外の農産物については、植物検疫条件が未設定の

ため、輸出が困難である 
・ 味噌や大豆加工品が輸出されているが僅かで、大手食品メーカーが多数

進出しており、県内パートナー企業と連携しマーケット情報を把握した
うえで対応を検討 

・ 所得向上や検疫などの輸⼊環境の改善が進めば輸出拡大の可能性がある 
・ 現地バイヤー招へいによる販路拡大 

日本からの輸出状況 
2021 

輸出額５８５億円（粉乳９３、さば６１、ぶり３０、植木２４、かつお・ま
ぐろ２１） 

⻑野からの輸出状況 
2021 

― 

輸出品目 味噌、大豆加工品、酒 
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⑬ 香港 

区 分 内   容 
概要 2022 年６月 人口：７４０万人 

一人当たりＧＤＰ：４万９,７２７ドル 
在留邦人数：２万４,０９７人 
訪日旅行客：２２９万人＊本県外国人延宿泊者数１０.５万人(2019 年) 
日本食レストラン：１,３５０店 

市場の特性 ・ 親日家が多く日本食も人気があり外食⽐率も高く（６割）、多くの日本食
レストランがある 

・ 日本産食品の関税は基本的に非課税であり、また、輸⼊規制が他国に⽐
べ少なく日系スーパーも地元に定着し、種類、量ともに豊富で成熟市場 

・ 春節、中秋節に食品のギフトを贈る習慣がある 
・ 甘みをおいしいと認識し、酸味は苦手な傾向がある 
・ コメはおかずを上にのせて食べ、食事をするときとお酒を飲む時をはっ

きり分ける 
取組の方向性 ・ 植物検疫証明書なしで輸出でき距離も近いため、本県からぶどうを中⼼

に輸出されており、加工食品と合わせると第３位の輸出先国・地域で、
今後も重点国・地域と位置付けて輸出促進に取組む 

・ 展示商談会が開催されるため、他国への波及も期待される有望市場 
・ 日本産食品の人気が高いことから、高級日本食レストランやスーパーに

対して物語性とともに提案 
・ バイヤー招へいにより県産品の販路開拓 

日本からの輸出状況 
2021 

輸出額２,１９０億円（アルコール類１４８、真珠１２５、牛肉７６、たばこ
７５） 

 
⻑野からの輸出状況 
2021 

１０億９,６０３万円（ぶどう７.1 億円、酒類ほか） 

輸出品目 ぶどう、酒類、味噌、調味料、菓子 
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⑭ カンボジア 

区 分 内   容 
概要 
2022 年６月 

人口：１,５８４万人 
一人当たりＧＤＰ：１,６５４ドル 
在留邦人数：４,５０２人 
訪日旅行客：―（統計数値なし） 
日本食レストラン：２００店 

市場の特性 ・ 甘い味、辛い味が好まれる 
・ ⻘果物は輸⼊許可があれば輸⼊可能、加工食品に輸⼊禁止品目はない 
・ クメール正月にはギフトを贈る習慣がある 
・ 日本食は日系スーパーで購⼊可能 
・ 家庭用に日本産食材はまだ普及していない 
・ 日本食レストランが増えており、今後の伸びが期待される 

取組の方向性 ・ 日本食の人気を捉え、テストマーケティングの実施により販路拡大に取
り組む 

日本からの輸出状況 輸出額１９５億円（牛肉１５７、粉乳１１、豚の皮６、アルコール類３、清
涼飲料水３） 

⻑野からの輸出状況 ― 
輸出品目 ― 
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（４）海外展開における各国・地域のポジショニング 

それぞれの国・地域の立ち位置を「経済見通し」と「長野県の輸出額ランキング」

の観点から整理すると、大きく以下の４つに分類することが可能であり、それぞれの

状況に応じ、輸出拡大に向けた取り組みを進めていくことが必要と考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※各国の円の大きさは人口規模を示す 

  

  なお、上図に加え、現地における日本食レストランの数やインバウンドの数等を踏   

まえた日本食の浸透のしやすさ、という観点についても視野に入れながら取り組んで 

いくことも重要と考えられる。 
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４ 品目別海外展開方針 

（１）農林水産物 

長野県産の高品質な農産物は、海外においても評価され、令和３年産農産物輸出額は 17

億 6,533 万円（対前年比 118％）となり、平成 25 年に調査を開始して以来、最高額となっ

た。 

品目別では、ぶどうの人気が高く総輸出額の 57.1％を占め、次いでコメが、品質の高さ

から、輸出額が大幅に伸びている。 

また、ももは、需要の高い台湾向けの輸出額が大幅に増加しており、台湾、香港の２カ

国で総輸出額の 88.7％を占めている。 

 

ア りんご 

・ りんごは、全国第２位の栽培面積を有し、本県果樹生産面積の 53％を占める基幹品目

であるが、生食需要は、近年の消費傾向から減少が見込まれる。 

・ また、生産量も生産者の高齢化、低位生産園の増加、農地転用や他品目への転換等によ

り減少傾向にある。 

【海外展開方針】 

 高品質な本県産果実の出荷を海外へ展開するため、輸出に意欲的な農業者、生産者団

体、輸出関連事業者及び行政関係者で組織する「長野県農産物等輸出事業者協議会」を

中心に、継続的で安定した商業ベースでの輸出拡大を推進する。 

 輸出産地に位置付けられている団体が、国の支援を受けて実施する輸出に向けた取組

を主体とする。 

 

イ ぶどう 

・ ぶどうは、全国第２位の栽培面積を有し、本県果樹を牽引する基幹品目である。 

・ 生食用の需要は、シャインマスカットを中心に、「皮ごと食べられる無核大粒」品種が

主流となっており、生産量は、価格が堅調に推移していることなどから増加傾向にあ

る。 

・ 「皮ごと食べられる無核大粒」品種である「シャインマスカット」は、国内はもとより

海外で人気も非常に高く、今後も継続した需要が見込まれることから、引き続き海外市

場への販路拡大が求められる。 

・ 「シャインマスカット」を軸に、「ナガノパープル」と新品種「長果 G11 （商標 クイ

ーンルージュ）」の３色の皮ごと食べられる黒・緑・赤のぶどうが揃い「ぶどう三姉妹

�」として、長野県のぶどうを売込める体制が整い販路拡大（国内外）の好機となって

おり特に輸出先の台湾・香港で評価が高い長野県産ぶどうの拡販の好機となっている。 

【海外展開方針】 

 高所得者に対して、皮ごと食べられる黒・緑・赤のぶどう「ぶどう三姉妹�」のセット

販売を展開し、他国・他県産地との区別化・優位性を確立する。 

 香港、台湾などを輸出対象国・地域とし、富裕層をターゲットに販売促進を図る。 

 輸出対象国・地域ごとに有望な輸入事業者を確保し、県内事業者との信頼関係による輸

出ルートの構築と着実な取引の拡大を推進する。 
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 実需者・消費者ニーズの把握や輸出条件（植物検疫、残留農薬、認証制度等）等へ的確

に対応できる輸出向け産地づくりを推進し、需要のある品目・品種の生産出荷体制の強

化を図る。 

 

《対象国・地域》台湾、香港、シンガポール、タイ、カナダ 

《成果目標》 輸出額 10.1 億円（2021） ⇒ 15 億円（2027）  

輸出にあたっての考え方 
香港、台湾への輸出が順調に伸びており、現地スーパーマーケットとのつながりを維
持することでの輸出拡大を図るとともに、所得の高いシンガポールのほか、輸出事業
者と連携しタイの富裕層に向けた販路拡大をめざす。 

 

【参考資料】 

ぶどうの輸出実績             ぶどうの国別輸出額の割合（2021） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：長野県農産物マーケティング室 

 

ウ コメ 

・ 内陸性で盆地が多い長野県は、夏の朝夕が涼しく、また昼と夜の温度差（日較差）が大

きいため、光合成により、米のおいしさを決めるデンプンが効率よく蓄積される。また、

生産者の技術が高く、玄米検査時の品質を示す 1 等米の割合や 10 アール当たりの収量

も 600kg 台でこれも全国トップレベルである。 

香港
52%台湾…

シンガ
ポール
2%

タイ 1% その他
1%
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資料：長野県農産物マーケティング室 
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・ 人口減少や外食需要の減少により、国内消費量が毎年 10 万ｔ減少する中で、コメ生産

基盤の維持による食料自給力の確保や国土を保全し続けるとともに、米農家の所得向上

を図っていくために、生産されたコメが売れる海外市場に積極的に進出し、輸出を拡大

していくことが必要である。              

・ 海外においては、日本食がブームとなっており、日本食レストランがアジア・北米・欧

州を中心に 15.9 万店展開。高品質な本県産米の輸出も増加し、2021 年の輸出金額は 197

百万円（対前年比 16.8％増） 

・ 香港・シンガポールで高品質なコメをアピールしたプロモーションが功を奏し、台湾の

事業者からのオファーがあり、拡販の好機となっている。 

・ 日本食レストランチェーン店の人気が高く、日本産米の需要が伸びている。 

・ 令和３年度は、高品質な米（コシヒカリ）の需要が高まり、県産米の輸出額が大幅に増

加（前年比 168％）した。  

・ 主要な輸出先は香港が 92,250 千円、台湾が 62,760 千円で全体の 79％を占めている。 

【海外展開方針】 

 海外の実需者に県産米の高い品質を PR し、認知度向上及び販路開拓に取り組む。 

 海外小売店や飲食店での販路開拓・拡大を実施する。 

 

《対象国・地域》台湾、香港、シンガポール、アメリカ、オーストラリア 

《成果目標》輸出額２億円（2021） ⇒ 3.8 億円（2027）  

輸出にあたっての考え方 
台湾、香港、シンガポール、オーストラリア等では、日本食ブームが続いており、さ
らなる輸出拡大の余地があることから、日本食レストラン向けのＢtoＢ販売で輸出量
の拡大をめざす。 

 

【参考資料】 

コメの輸出実績             コメの国別輸出額割合（2021） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

香港
47%

台湾
32%

シンガ
ポール
16%

オーストラリア
2%

その他 3%

0

20

40

60

80

0

0.5

1

1.5

2

2.5

H28 H29 H30 R1 R2 R3

億円億円

⻑野県 全国

資料：長野県農産物マーケティング室 
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エ 花き 

・ 令和元年の本県花き産出額は 138 億円、生産量は切花が１億 5,820 万本、鉢花類は 736

万鉢で、カーネーション、トルコギキョウ、アルストロメリア、シクラメンの生産量は

全国１位であるほか、その他にも上位品目を複数有している。 

・ トルコギキョウ、アルストロメリア、小ギク、スターチス、ダリア、シャクヤク等の生

産量が横ばいである一方、輪ギク、カーネーション、リンドウ等の減少が続いており、

切花全体としてはやや減少傾向にある。 

・ 海外における国産花きへの評価の高まりにより、全国的に花きの輸出が増加しているが、

その大半が植木や盆栽で、切花や鉢花の占める割合はわずかである。県内では、高品質

なラナンキュラスやトルコギキョウを中心に、シャクヤク、アネモネ等の一部が市場経

由で輸出されている。 

【海外展開方針】 

 輸出に積極的な卸売市場等との連携を強化するとともに、国際的な博覧会（国際園芸

博）への出展に併せた売り込みを強化する。 

 世界トップレベルの生産者によるオリジナル品種等の大輪系の切り花（ラナンキュラ

ス、トルコギキョウ）の認知度向上と販路開拓・拡大を実施する。 

 

≪対象国・地域≫香港、シンガポール、ＵＡＥ 

輸出にあたっての考え方 
香港、シンガポールでのさらなる販路拡大を図るとともに、国際的な博覧会を契機と
しＵＡＥをはじめとした国々に、長野県産花きの魅力を発信し、新たな販路開拓をめ
ざす。 

 

（２）加工食品 

国の 2021 年の加工食品輸出額は、3,043 億円と過去最高を記録し、輸出額はこの 10 年

で約 3 倍に増加している。 

（978 億円（2012 年）⇒ 3,043 億円（2021 年））  

 

資料：長野県農産物マーケティング室 
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長野県の輸出の主力品目である味噌を中心に、県の加工食品全体の輸出金額が大きく伸

びており、2021 年は、平成 30 年対比で、フランス４倍、イギリス 2.5 倍、オーストラリア

1.6 倍、アメリカ 1.4 倍となっており、2021 年の長野県の加工品輸出額は、71.8 億円で、

H30 年と比較すると約 1.4 倍に増加している。 

（51.8 億円（2018 年）⇒ 71.8 億円（2021 年）） 

国内市場が縮小する一方、海外における健康志向が高まりを見せており、健康長寿長野

県を代表する発酵食品や、海外で評価が高まっている日本酒などは、海外における販路拡

大の絶好のチャンスとなっている。 

冬季五輪開催地の知名度を最大限に生かし、海外向けに作成した日本酒などの県産品を

写真や動画で紹介するブランドサイト（Stories of Nagano）を活用し長野県の気候風土を

NAGANO ブランドとして一体的に発信し、県産品の販路開拓・拡大に取組むものとする。 

 

ア 味噌・調味料 

・ 長野県の加工食品の令和３年の輸出額 71.8 億円。その約４割は味噌が占めている。 

・ 世界的な日本食ブームや健康志向による発酵食品への関心の高まりなどから、日本食

レストランが増加しており、輸出拡大の余地が大きい品目である。 

・ 令和４年の日本からの味噌輸出額は、51 億円（前年比+14％）と過去最高を記録し、

輸出額はこの 10 年で約 2.5 倍に増加しており、国別では、北米、アジア、西欧の順

で輸出額が多い。 

・ 近年の輸出の伸び率を見ると特に西欧の伸びが大きい。 

（20.7 億円（Ｈ24 年）⇒ 44.5 億円（Ｒ４年）） 

・ 令和３年の長野県の味噌輸出額は、約 31 億円（推定）で、ここ数年で約２倍に増加

している。 

（18 億円（Ｈ30 年）⇒ 31 億円（Ｒ３年）※金額は推定。加工味噌含む） 

【海外展開方針】 

 近年の日本食ブームを捉え、県内大手メーカーが主体となった販路拡大を進める。 

 中小味噌メーカーからの海外販路開拓の希望に応じ、海外輸出を目的とした展示商

談会等への参加を支援し、輸出が増加している北米、アジア、西欧への輸出拡大を進

める。 

 味噌や醤油等の発酵食品は、料理に深みと旨味を増す食材としてシェフへも提案 

 中国市場が開いた場合には、大手メーカーと対応を検討する。 

 

≪対象国・地域≫アメリカ、カナダ、オーストラリア、シンガポール、台湾、欧州等 

輸出にあたっての考え方 

和食の普及に伴い、みその輸出額は約 51 億円（2022 年、前年比+14.1%）で過去最高

を更新。主な輸出先は米国であるが、日本食の食べられる地域では発酵食品など本県

の得意とする産品のニーズもあり、今後も輸出拡大が見込まれる。 
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【参考資料】 

日本の加工食品輸出額推移（アルコール飲料、清涼飲料を除く） 

 

資料：財務省「貿易統計」 

 

長野県の加工食品輸出額（2018,2021） 

 
資料：長野県産業政策課「輸出生産実態調査」 

 

イ 菓子 

・ 菓子は日本独自の発展を遂げ、独創性があり、バラエティー豊かな商品があり、長野

県内の菓子製造業者が生産するお菓子は、お土産用のお菓子として県内はもとより、

県外の観光地のお土産品店でも販売されるなど全国有数の菓子製造産地となってい

る。 
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・ インバウンドによる国内需要を取り込むとともに、帰国後の需要を取り込むことが菓

子製造業を営む者にとってのビジネスチャンスでもあり、海外展開を希望する菓子製

造業者も出始めている。 

・ シンガポールの越境ＥＣサイトでは、長野県産のお菓子が人気商品となっている。 

【海外展開方針】 

 海外展開を志向する菓子製造事業者の要望に応じ、海外展示商談会や越境ＥＣの活用

により海外販路開拓・拡大を支援する。 

 国内輸出事業者及び海外輸入事業者からのオファーに対応して商談の機会を提供する。 

 当面は、インバウンドが多い、アジア地域を対象に販路開拓・拡大を図っていく。 

 

≪対象国・地域≫アメリカ、オーストラリア、シンガポール 

 

ウ 漬物・凍り豆腐 

・ 欧州においては、健康志向から発酵食品の人気が高まっており、味噌や醤油など

のほか、味噌こうじや漬物、大豆製品も注目されている。 

・ 令和４年に行った「長野フェア フランス及びロンドンレセプション」の参加者か

らのヒアリングでは、参加したレストラン、輸入業者のうち約６割が「味噌や塩

こうじを取り入れたい」と回答している。 

・ 発酵長寿長野の象徴と言える発酵食品は、アジアをはじめ西欧でも健康志向を背

景に、販路開拓・拡大の絶好のチャンスとなっている。 

【海外展開方針】 

 既に、醤油などの調味料や漬物、大豆加工品など多くの食品が海外へ輸出されてい

るので、これら県産食品の利用拡大につながる取組み、例えば、レストランでの

レセプションの開催などにより、現地での利用拡大を図る。 

 今後市場規模の拡大が見込まれるアジアに加え、所得が高い欧米の外食向けでの

県産食材の利用拡大を進める。 

 国内輸出事業者及び海外輸入事業者からのオファーに対応して、商談の機会を提供

する。 

 

≪対象国・地域≫アメリカ、シンガポール、オーストラリア 

 

エ 日本酒 

・ 日本酒の消費は長期的な減少傾向が続き、酒蔵の経営に大きな影響を及ぼしている。 

(41,206kL（Ｓ50 年）⇒ 9,350kL（Ｒ２年）) 

・ コロナ禍の影響を受け、酒類全体の出荷量が低迷する中、長期的な消費や新たな市場

の獲得につながる取組が求められている。 

・ 県産酒類のブランド力向上のため、酒類の地理的表示「長野」(GI 長野)による認定を

実施している。 

・ 県産酒類の国際的知名度を向上するため、国際コンクールへの出品を支援しており、

海外コンクールで高い評価（ＩＷＣでチャンピオン・サケを 2019･2023 年で受賞）を
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得ており、海外への販路拡大の好機となっている。 

・ 2021 年の日本からのアルコール飲料輸出額は、1,147 億円（前年比+61％）と過去最

高を記録し、輸出額はこの 10 年で約 5.5 倍に増加している。 

・ （206.6 億円（Ｈ24 年） ⇒ 1,146.6 億円（Ｒ３年）） 

・ 特に、中国、米国、フランスの伸びが大きい。 

・ 日本酒の日本からの輸出金額は過去 10 年で４倍以上に増加し、2021 年の輸出金額は

402 億円（対前年比 66.8％増）となっている。 

・ 海外では「sake」という言葉が浸透しつつあり、関心と人気は急速に高まっている。 

・ 日本酒については、県内には約 80 の酒蔵があり、その数は新潟県に次いで第２位と

なっている。 

・ このうち、海外へ輸出した実績のある酒蔵は 40 蔵に上っているものの、総出荷量に

占める輸出の割合は約３％と少なく、その多く（70％弱）が県内で消費されている。 

・ 国内消費、県内消費が減少する一方、日本からの清酒の輸出は年々伸びている。その

ため県内の一部の酒蔵においては世界各国の日本酒ブームをチャンスととらえ、海外

販路の開拓・拡大に取組んでいる。 

・ 2022 年にフランスで実施した長野フェア等では、日本酒や食材（味噌、塩こうじ、わ

さび等）が高い評価をいただき、特に、日本酒の人気が高まっているフランスのバイ

ヤーが長野県の日本酒に関心を持ち来県するなど、販路開拓・拡大のチャンスである。 

・ 長野県の日本酒の輸出実績は、2021 年は 2.6 億円（国税庁調べ）で全国第 12 位とな

っており、輸出量に占める特定名称酒の割合が約９割となっている。 

【海外展開方向】 

 日本酒の輸出上位国のうち、特定名称酒の割合が高い国は、米国、中国、香港、カナダ、

シンガポール、オーストラリア、フランスが特定名称酒の割合が高く、品質が高いこだ

わりの日本酒を求めていることから、高品質で特徴的な蔵元が多い長野県の日本酒を

売り込むには、特定名称酒を多くしている国を対象とすることが効果的である。 

 アルコール飲料及び日本酒の輸出量上位国であり、特定名称酒の割合が高く、高品質の

日本酒を求めていると考えられる国に向けて海外展開する。 

 

≪対象国・地域≫香港、シンガポール、フランス、オーストラリア（中国） 

 ＊中国市場が開いた場合には、輸出拡大の取組を強化 

 

輸出にあたっての考え方 

日本全体の輸出額は約 475 億円（2022 年、前年比+18.2%）で過去最高を更新。グロー

バルに市場が拡大しており、県が支援することで海外市場での一層の輸出拡大が見込

まれる。（輸出単価の高い国・地域（香港等）、周辺国への波及効果も期待できる国（香

港・フランス）への輸出支援を行う） 

※上記に限らず海外市場のニーズに応じて適宜追加する。 
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【参考資料】 

アルコール飲料の輸出実績（上位５か国） 

国・地域 2012 年 2020 年 2021 年（前年比） 

中華人民共和国 13 億円 173 億円 320 億円（+85.2％） 

アメリカ合衆国 46 億円 138 億円 238 億円（+72.0％） 

香港 26 億円 100 億円 148 億円（+48.0％） 

台湾 23 億円 65 億円 93 億円（+42.3％） 

フランス 8 億円 32 億円 58 億円（+80.5％） 

資料：農林水産省 2022 年農林水産物・食品の輸出実績 

 

アルコール飲料の輸出実績        日本酒の輸出実績 

 

日本からの清酒輸出量           長野県からの清酒輸出量 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国税庁及び長野県酒造組合 
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都道府県別輸出量に占める特定名称酒の割合     日本酒輸出量に占める特定名称酒の割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国税庁及び長野県酒造組合 

 

（３）伝統的工芸品 

軽井沢彫、信州組子細工等 

・生活様式の変化等により国内における生産額や従事者が減少していく中、海外市場に 

積極的に進出し、輸出に向けた取組を拡大していくことが必要。 

・輸出にあたっては、伝統的な技術を活かしつつ、現代の生活様式や現地消費者のニー 

ズに応じた商品開発への取組も必要。 

【海外展開方向】 

 クレアパリ「伝統と先端と」への出展によるフランスにおけるテストマーケティング

の継続等（軽井沢彫、信州組子細工の認知度が高まりつつある。また、現地消費者の

フィードバックを経て現代の生活様式や消費者のニーズに応じた新商品の開発も進

みつつある。） 

 海外における伝統的工芸品の販売及び活用が可能なバイヤー（国内輸出事業者等）と

の商談会の実施 

 

≪対象国・地域≫フランス 

 

輸出にあたっての考え方 

日本文化への関心・理解のレベルが高く、高単価な伝統的工芸品への購買意欲が旺盛

であることに加え、周辺国への波及効果も期待できる国であるフランスでの展示販売

を通じ輸出支援を行う 
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５ 事業者の海外展開への支援 

（１）多様な商談機会の確保 

 海外展示商談会への出展 

 ・香港インターナショナルワイン＆スピリッツフェア、米国 Winter Fancy Food  

Show 等、海外展示商談会への県ブースの設置・運営 

 国内での商談機会の提供 

・海外バイヤーを招聘した商談会や海外輸出商社とのＷｅｂ商談会の開催 

・輸出の相談対応を行う食のグローバル展開推進員２名の設置（長野、東京） 

（２）戦略的なマーケティング 

 海外における長野プロモーション 

    ・台湾微風広場、米国 Marukai 等、海外の小売店舗での長野フェアの開催 

    ・今後市場成長が見込まれる国・地域におけるテストマーケティングの実施 

 輸出拡大に向けた環境整備 

    ・グローバル産地づくり 

    ・輸出に向けたＨＡＣＣＰ等対応施設の整備 

    ・農林水産物・食品の輸出に向けたセミナーの開催 

    ・トップセールスの実施 

（３）デジタル社会に対応した販路拡大 

 通販市場における販路開拓 

    ・越境ＥＣサイトを活用した販路拡大 

    ・越境ＥＣサイトの活用に向けたセミナーの開催 

（４）魅力の発信 

 輸出拡大に向けた魅力の発信 

    ・英語、中国語、フランス語に対応した各種パンフレットの活用 

 ブランド発信による魅力発信 

    ・展示会やフェアの開催時における長野の魅力を発信する動画等のツールの活用 

    ・レストランのシェフと連携したフェア・レセプションの開催により、発酵食品

を中心に健康長寿を支える「食文化」として発信 
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（５）海外輸出に向けた関係機関・団体の役割 

主体 役割 

長野県産業振興機構 

・輸出の相談対応を行う食のグローバル展開推進員２名の

設置（長野、東京） 

・海外展示会への県ブースの設置・運営 

・海外の小売店舗での長野フェアの開催 

・海外バイヤーを招聘した商談会の開催 

・展示会出展費用の助成「販路開拓助成金」等 

ＪＥＴＲＯ（独立行政

法人日本貿易振興機

構） 

・海外見本市へのジャパンパビリオンの設置 

・国内外での商談会の開催 

・全国に輸出相談窓口を設置 

・ウェブサイト・セミナーの開催等を通じた情報提供等 

民間事業者 

（生産者、地域商社等） 

・グローバルに展開している県内民間事業者や地域商社機

能を持つ県内民間事業者と連携し、これまで県のネット

ワークが無かった新たな市場等での販路開拓の実施等 

 

６ 検討結果総括 

これまでの検討を踏まえ、対象国・地域別及び品目別の海外展開方針並びに支援事業に

ついて下記のとおり整理・総括する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

地域 経済見通し・輸出実績 国 市場分析（トレンド・嗜好等） 重点輸出品目 支援事業

香港
・高品質な県産農産物への評価が高い
・日本酒の輸出単価第２位
・「特定名称酒」の輸入割合が大きい

・りんご、ぶどう
・コメ
・日本酒

・県産品フェア
・展示商談会

台湾
・高品質な県産農産物への評価が高い
・健康志向の高まりから発酵がトレンドに

・りんご、ぶどう
・コメ
・味噌等調味料

・県産品フェア
・展示商談会

シンガポール

・高品質な県産農産物への評価が高い
・日本酒の輸出単価第３位
・「特定名称酒」の輸入割合が大きい
・健康志向の高まりから発酵がトレンドに

・りんご、ぶどう
・コメ
・日本酒
・味噌等調味料、菓子

・県産品フェア
・展示商談会
・越境EC販売

タイ
・高品質な県産農産物への評価が高い
・更なる輸出拡大には現地嗜好の見極めが必要

・りんご、ぶどう
・テストマーケティングにより
 現地で求められる品目の検討

・県産品フェア
・テストマーケティング

成熟市場
輸出が定着

アメリカ
・高品質な県産農産物への評価が高い
・日本食レストランが多数存在。日本食ブーム
・圧倒的な市場がある

・コメ
・日本酒
・味噌等調味料、菓子

・県産品フェア
・展示商談会
・越境EC販売

カナダ
・高品質な県産農産物への評価が高い
・日本食レストランが多数存在。日本食ブーム

・ぶどう
・味噌等

・テストマーケティング

フランス
・「特定名称酒」の輸入割合が大きい
・日本文化への関心・理解のレベルが高く
 高単価な伝統的工芸品の購買意欲が旺盛

・日本酒
・伝統的工芸品
・味噌等調味料

・県産品フェア
・展示商談会
・ブランド発信イベント

その他欧州 ・健康志向の高まりから発酵がトレンドに ・味噌等 ・ブランド発信イベント

オーストラリア
・高品質な県産農産物への評価が高い
・「特定名称酒」の輸入割合が大きい
・日本食レストランが多数存在。日本食ブーム

・コメ
・日本酒
・味噌等調味料、菓子

・越境EC販売

アジア

アジア
以外

成熟市場
輸出は今後の伸びに期待

・県産品フェア
・テストマーケティング

中国
韓国

ベトナム
フィリピン
カンボジア

・日本産品は比較的浸透
・更なる輸出拡大には現地嗜好の見極めが必要

成熟市場
輸出が定着

経済発展著しい市場
輸出は未定着も
今後の伸びに期待

成熟市場
輸出は制約が大きく未定着

・日本産品の認知度は高い
・制約が大きく、輸出拡大には規制緩和が必要

テストマーケティングにより
現地で求められる品目の検討

規制緩和がなされ次第
一気に販路拡大に取組む
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７ 成果目標 

・加工食品の輸出額：124 億円（2027 年） 

・農畜産物の輸出額： 28 億円（2027 年） 

・輸出に取り組む事業者数：200 者 

 
資料：財務省「貿易統計」 

 

８ 推進体制 

  県では営業本部として、産業労働部、観光部、農政部、林務部、営業局が部局横断的

な体制のもと取り組む。 

また、関係機関との連携により事業者に対する支援策を効果的に展開し、グローバル

市場において、優れた品質と安全性を持った農林水産物・食品等を輸出し、世界に長野県

の魅力を発信していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

36.9 41.9 46.2 51.8 53.7 56.5
71.8

124.0

3.9 5.6
10.4

12.2 12.1 14.9

17.7

28.0

0

40

80

120

160

2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2027年

億円 農林水産物・食品の輸出額

加工食品 農産物



参考資料

農林⽔産物・⾷品の海外展開⽅針

銀座NAGANO

ぶどう
• ３色の皮ごと食べられる⿊・緑・赤のぶどうが揃い「ぶどう三姉妹�」として⻑野県のぶど

うを売込める体制が整い拡販の好機（国内外）
• 輸出先の台湾・香港で評価が⾼い⻑野県産ぶどうの拡販の好機

コメ

• 海外において日本食がブームとなっており、日本食レストランがアジア・北米・欧州を中心
に15.9万店が展開

• ⾼品質な本県産米の輸出が増加し、2021年の輸出金額は197百万円（対前年比16.8％増）
• 香港・シンガポールで⾼品質なコメをアピールしたプロモーションが功を奏し、台湾の事業

者からオファーがあり、拡販の好機

2

〇国内の市場規模は、人口減少や高齢化に伴い縮小
・生鮮食品支出額：２０４０年は２０１５年の７５％（４分の３）にまで減少

〇世界の食料品マーケットは、人口の増加に伴い拡大中
・飲食料市場規模：２０１５年８９０兆円 ⇒ ２０３０年１,３６０兆円に増加見込み

〇国の農林水産物・食品の輸出目標額
・２０２５年 ２兆円 ２０３０年 ５兆円

● 国内市場・海外市場の変化

● 販路拡⼤の取組から⾒えてきた実態（農産物）

1

2



農林⽔産物・⾷品の海外展開⽅針

銀座NAGANO

加工食品

• ⻑野県の加工食品の令和３年の輸出額71.8億円の約４割は味噌が占めている。
• 味噌をはじめ、各種加工食品について、海外輸出志向がある企業にたいしては、台湾、香港、

アメリカへの輸出事業者からのオファーに対応して、商談の機会を提供
• 菓子は日本独自の発展を遂げ、独創性があり、バラエティー豊かな商品があり、シンガポール

の越境ＥＣサイトでの人気商品
• 欧州において味噌を中心とする県の加工食品全体の輸出金額が大きく伸びており、令和３年は、

平成30年対比で、フランス４倍、イギリス２.5倍、オーストラリア１.６倍、アメリカ１.４倍

日本酒

• 日本酒の輸出金額は過去10年で４倍以上に増加し、2021年の輸出金額は402憶円（対前年比
66.8％増）＊2021年の⻑野県からの日本酒輸出は２.６億円（対前年比55.9％増）

• 海外では「sake」という言葉が浸透しつつあり、関心と人気は急速に⾼まっている。
• 日本酒の人気が⾼まっているフランスのバイヤーが⻑野県の日本酒に関心を待ち来県
• フランスでの⻑野フェア等で日本酒や食材（みそ、塩こうじ、わさび等）が高い評価

伝統工芸品
• 水引が⾼級百貨店やインテリア商品として利用、木曽漆器は現代生活に利用できる商品として

需要拡大
• クレアパリ「伝統と先端と」への出店（軽井沢彫、信州組子細工の認知度が⾼まりつつある）

3

● 販路拡⼤の取組から⾒えてきた実態（加⼯品等）

縮小する日本市場 〜海外市場への進出の必要性〜

● 人口減少による国内市場規模の縮小

毎年減少しており、減少幅も拡大
▶ 128,057千人(2010) ⇒ 126,146千人(2020)

日本の総人口の状況

日本国内の市場規模は減少していく
（事業の維持・販路拡大のためには）
新たな市場として海外市場に進出していくことが必要

年齢階級別にみた総人口の推移状況
総務省統計局「人口推計」を基に作成

総務省統計局「人口推計」を基に作成

〇 年少人口（15才未満） ：減少
〇 生産年齢人口（15才以上64才以下） ：減少

▶ 81,342千人（2011）⇒ 75,088千人（2020）
〇 老年人口（65才以上） ：増加
→顕著な少子高齢化状態
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127,000

127,500

128,000

128,500

日本の総人口男女計（単位：千人）
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年齢階級別にみた総人口の推移（単位：千人）

総人口15才未満
総人口65才以上
総人口15才以上64才以下※右目盛り参照
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輸出促進に取組むべき国の検討
● 輸出額上位20か国が全体に占める⽐率（農林⽔産物・⾷品）
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上位20か国の国輸出額とその比率

輸出額(億円) 構成比(%)

≪日本の輸出金額≫
上位20か国で約9割

≪県の輸出戦略≫
20か国 ⇒ 候補国

輸出額：億円 構成比：％

出展：農林水産省
（数値は2022年度時点）

※マカオが20位に位置付けるがGDPの約４割が
カジノ・観光業を占めるため除外とする 5

輸出促進に取組むべき国の検討
● 検討の素材となるデータ一覧

経済成⻑⾒通し*1(IMF) ⇒GDP成⻑率の予測値
世界経済の情勢や各国の政策が与える影響を複数の変数を用いて算出

※1 IMF「世界経済見通し」
https://www.imf.org/ja/About/Factsheets/IMF-Surveillance

営業局作成 6

5

6
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県輸出額ランキング(2022) 出展：営業局作成

経済成⻑率が高く
爆発的な輸出拡大が⾒込める国

経済的に安定しているが
輸出額が少ない国

社会的な要因により困難な国

輸出額上位20か国のＰＰＭ分析
●経済⾒通し×県輸出額(ランキング)

実績があり
継続的な輸出拡大が⾒込める国

経済成⻑のポテンシャル
×

県との関係性の強さ(実績)
×

人口

⇓

各国のポジション・将来性の
把握

※〇の大きさ：国の人口
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輸出額上位20か国のＰＰＭ分析
●経済⾒通し×インバウンド数(ランキング)

経済成⻑のポテンシャル
×

日本を訪れる外国人の多さ
×

人口

⇓

アピールチャンスの数
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訪日外国人ランキング(2019) 出展：営業局作成

※〇の大きさ：国の人口
8
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輸出額上位20か国のＰＰＭ分析
●経済⾒通し×日本⾷レストラン数(ランキング)

経済成⻑のポテンシャル
×

自国で日本食と触れるチャンス
×

人口

⇓

日本食の浸透しやすさ
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日本食レストラン数ランキング(2019) 出展：営業局作成

※〇の大きさ：国の人口
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輸出額上位20か国のＰＰＭ分析
●経済⾒通し×(県輸出実績+インバウンド)
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合計スコア 出展：営業局作成

経済成⻑のポテンシャル
×

⻑野県の食とタッチする機会
（県輸出実績+インバウンド数）

×
人口
⇓

輸出の戦略・ポテンシャル

※〇の大きさ：国の人口
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県輸出額ランキング(2022) 出展：営業局作成

輸出額上位20か国のＰＰＭ分析【営業局⾒解】
●経済⾒通し×県輸出額(ランキング)

インバウンド増+日本食レストランで評価ランクアップ

物産×観光で輸出拡大が望める

インドネシア

ベトナム

フィリピン

11

・輸出が定着している国・地域 ⇒香港、台湾、シンガポール
→品目・ジャンルの拡充 ex) 健康食品

・経済発展に伴う所得向上が期待される国・地域 ⇒タイ、ベトナム、フィリピン
→販促プロモーションの実施 ex) テストマーケティング、フェア

・日本食材への認知度は⾼いが輸入規制等がある国 ⇒中国、韓国
→訪日旅行客を通じた県産食材のＰＲ

アジア地域

・輸出が定着している国・地域 ⇒アメリカ
→品目・ジャンルの拡大 ex) 健康食品

・距離は遠いが所得が⾼い国・地域 ⇒欧州、オーストラリア、カナダ
→外食を中心に販路拡大

アジア以外

輸出拡⼤に向けた取組みの⽅法

12
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農林⽔産省アジア地域の輸出戦略（参考）

13

≪国内の需要≫
• S50をピークに減少の一途 (約1/5)
• 酒離れ×人口減少=国内市場縮小
≪国外の需要≫
• 和食人気に付随して人気上昇
• 輸出 :89.5→475億円 (2012-22)   530%↗

香港, シンガポール
輸出単価の上位２国 →⾼利潤（マカオ除く）

フランス
テロワール，ワイン文化との互換性が⾼い

オーストラリア
特定名称酒の割合が⾼い

≪県内の輸出動向≫
• 2.6億円：生産:8位，輸出:12位（R3，金額ベース）

(参考)県事業 YOMOYAMA NAGANO, ⻑野の酒EC送料無料キャンペーン

• 輸出の約9割が特定名称酒
ＩＷＣチャンピオン・サケ 湯川酒造店（2023）、御湖鶴酒造場（2021）

国税庁「酒類製造業及び酒類卸売業の概況」（R3 ）を基に作成
※北米は一社契約傾向が強く新規参入が見込めないことから除外
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日本酒輸出量に占める特定名称酒の割合
特定名称酒 特定名称酒以外

国・地域 輸出単価
(2022)

輸出金額
(百万円)

マカオ 3421 318
香港 2619 7116

シンガポール 2535 2326
中国 1917 14161

インドネシア 1644 181
UAE 1626 257
英国 1254 607

フランス 1226 524
米国 1203 10930

カナダ 1156 1163
EU 798 2551

日本酒の輸出単価 (円/L)

出展：国税庁「酒のしおり」R5.6

高利潤・高付加価値な輸出増を

品目別輸出戦略の検討
●日本酒

※ウイスキーについては、大手が主体となって取組み 14
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日本の味噌輸出額 うち⻑野県 その他県

≪国外の実績≫
• 国輸出額： 51億円（前年比+14％） 過去最⾼
• 県輸出額：約31億円（推定） 県シェア６割

財務省「貿易統計」
⻑野県「⻑野県輸出生産実態調査」(R４は推計)を基に作成

日本食レストランの数 アメリカ・カナダ
日本食レストラン：約21,000件 過去12年で1.6倍増

オーストラリア
日本食ブームにより味噌が広く認知され，味噌汁が定番化

シンガポール・台湾・欧州 等
⾼齢化と肥満率の⾼さが社会問題 発酵(味噌)が新たなトレンド
日本ブランドの味噌が好まれる傾向

日本のみそ輸出先上位10か国（R３）

１ 米国 10.6億円 +124％
２ 中国 4.2億円 +164％
３ オランダ 3.5億円 +197％
４ 台湾 2.9億円 +112％
５ 韓国 2.6億円 +100％
６ ドイツ 2.5億円 +170％
７ 英国 2億円 +147％
８ オーストラリア 1.9億円 − 6％
９ カナダ 1.9億円 +120％
10 フランス 1.8億円 +149％

（輸出額）

農林水産省「農林水産物輸出入概況」

（対H30年比）

≪国外需要の傾向≫
• 年々増加 世界的な日本食ブーム・健康志向の⾼まり

• ローカル味噌に注目 小売店にはない品質にこだわったものへの注目が⾼まっている(JFC調べ)

中小企業の新たな海外進出を支援

1 中国 64,873
2 アメリカ 18,600
3 韓国 13,982
4 台湾 9,126
5 タイ 4,370
6 フランス 2,886
7 カナダ 2,576
8 ベトナム 2,500
9 オーストラリア 2,266
10 マレーシア 1,700

JETRO調べ

(軒)

品目別輸出戦略の検討
●味噌等

15

≪国内の需要≫
生活様式の変化等により生産額や従事者が減少

⾼単価な伝統的工芸品への購買意欲が旺盛
日本文化への関心・理解のレベルが⾼い

生産額：百万円 従事者：人

国指定産地の生産額と従事者数推移（全国統計）

▶ フランス ⇒ 21,467円（調査国中1位） ※ 全調査国の平均単価 ⇒ 10,750円

フランス

観光庁「訪日外国人消費動向調査」
（2023年1-3月期(２次速報)) 仏国でのテストマーケティングを経て

制作した「組子のディフューザー」

※物産展での販売や、バイヤーとの商談会による支援を実施
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（（一財）伝統的工芸品産業振興協会提供値）

順位 国名 単価

１位 フランス ¥21,467
２位 イギリス ¥14,701
３位 フィリピン ¥14,391
４位 オーストラリア ¥13,411
５位 アメリカ ¥13,002

フランスが２位以下に大差をつけた

海外市場に積極的に進出し輸出拡大を
訪日外国人の「⺠芸品・伝統工芸品」購⼊者単価

品目別輸出戦略の検討
●伝統的⼯芸品

クレアパリ（フランス）での
テストマーケティングに出品
（軽井沢彫・信州組子細工）
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≪国内の現状≫
• 全国生産量： 66万t 県11万t…全国第２位 (参考)1位:⻘森41万t

＊主力品種「ふじ」…国内需要（贈答）を優先

市町村名 輸出産地* 輸出額（2022年)
⻑野市 ⻑野県輸出事業者協議会・全農⻑野

1,100万円
⻑野市 ながの農協
⻑野市 (株)フルプロ
松川村 あっぷるぼういず

香港，台湾，シンガポール，タイ
農業者と輸出事業者とのマッチングを実施

＊輸出産地：国の輸出戦略に基づき重点的な支援を受け、継続的に輸出に取組む産地
（出典：農林水産省）

品目別輸出戦略の検討
●りんご

≪産地比較≫
• ⻑野：年内販売（蜜入り，貯蔵不向き）

＊⻘森産が出回る前にオリジナル品種を中心に輸出
• ⻘森：通年販売（果⾁硬い、輸出額約１７８億円（全国の９５％））

既輸出産地と連携し既存の流通で輸出支援を

17

≪国内の現状≫
• 全国生産量：16.5万t 県2.9万t…全国第２位 (参考)1位:山梨4.1万t
• ⻑野県では皮ごと食べられる３色の「ぶどう三姉妹�」が揃い踏み

香港，台湾，シンガポール，タイ，カナダ
生産者団体がすでに輸出に取組んでいる国
⾼品質な県産ぶどうの評価が⾼い
３色セットでの輸出促進対策を実施

品目別輸出戦略の検討
●ぶどう

既輸出産者団体と連携し既存の流通で輸出支援を

≪国外の需要≫
• 「皮ごと食べられる無核大粒ぶどう」が人気

全国の輸出額約54億円のうち
⻑野県のシェアは約10.1億円

（香港5.2億円、台湾4.4億円）

18
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品目別輸出戦略の検討
●コメ 主食用米の需要量の推移

香港，シンガポール，台湾，アメリカ，
オーストラリア
生産者団体がすでに輸出に取組んでいる国
⾼品質な県産米の需要が⾼い

≪県内の現状≫
• 県生産量：18.7万t…全国第13位 (参考) 全国の2.6%
• ⾼品質，中外食業態向けが主 (参考) １等米，歩留，硬さ

≪国内の現状≫
• 国内消費量が１年あたり10万t減少
• 生産基盤の維持が急務

農家の所得確保，食料自給力の確保，国土保全の継続 etc…

高品質な日本米にこだわる国へターゲットを
≪海外の状況≫
• ⾼品質な日本食レストランが普及

19

日本酒
（特定名称酒） 香港，シンガポール，フランス，オーストラリア

味噌等 アメリカ，カナダ，オーストラリア，シンガポール，台湾，欧州 等

伝統的工芸品
（軽井沢彫・信州組子細工） フランス

りんご
（県オリジナル品種） 香港，台湾，シンガポール，タイ

ぶどう
（ぶどう三姉妹） 香港，台湾，シンガポール，タイ，カナダ

コメ
（風さやか・コシヒカリ） 香港，シンガポール，台湾，アメリカ，オーストラリア

輸出戦略国総括
●品目別

●テストマーケティング国

県輸出額順

タイ，ベトナム，フィリピン，インドネシア
（どのような品目が現地で求められるかの確認）

※中国については、規制緩和がなされ次第、各種コネクション等により一気に販路拡大に取組む 20
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R5各部局における海外展開について
北米

【アメリカ】県産品フェア【営業局】
越境ＥＣ販売【営業局】
展示商談会【営業局】

大洋州（オセアニア）
【オーストラリア】越境ＥＣ販売【営業局】

観光コーディネーター配置・ＰＲ【観光部】

東南アジア

東アジア

欧州（ヨーロッパ）

【中国】知事訪問【企画振興部】
観光コーディネーター配置・ＰＲ【観光部】
旅行展【観光部】

【韓国】山林博覧会【林務部】
航空会社訪問セールス【企画振興部】

【台湾】県産品フェア・展示商談会【農政部・営業局】
知事トップセールス【企画振興部】

【香港】県産品フェア・展示商談会【農政部・営業局】
旅行展【観光部】

【シンガポール】県産品フェア【農政部・営業局】
展示商談会【営業局】
越境ＥＣ販売【営業局】

【タイ】県産品フェア【農政部】
観光コーディネーター配置・ＰＲ【観光部】
旅行展【観光部】
テストマーケティング【営業局】

【フィリピン】県産品フェア【営業局】

【フランス】知事訪問【企画振興部・営業局】
県産品フェア【営業局】
展示商談会【営業局】
ブランド発信イベント【営業局】

【ドイツ】現地レップ配置・ＰＲ【観光部】
旅行展【観光部】
知事トップセールス【観光部】

【ベルギー】知事訪問【営業局】
ブランド発信イベント【営業局】

【イタリア】ブランド発信イベント【営業局】
【デンマーク】ブランド発信イベント【営業局】
【オランダ 】知事訪問【企画振興部】
【オーストリア】林業技術交流【林務部】
【フィンランド】林業技術交流【林務部】
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